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４
・
５
月
に
わ
た
り
行
っ
た
春

拡
大
月
間
。
目
標
達
成
が
９
分
会

と
青
年
部
・
主
婦
の
会
・
建
長
会

で
し
た
。
支
部
目
標
は
、
残
念
な

が
ら
達
成
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。こ

の
２
ヶ
月
間
で
１
２
４
人
の

新
た
な
仲
間
を
迎
え
入
れ
、
６
月

１
日
付
で
５
６
０
６
人
ま
で
回
復

は
し
た
も
の
の
、
１
月
１
日
付
の

人
員
（
５
６
８
９
人
）
に
は
届
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
拡
大
月
間
の
打
上
式
を
６

月
２
日
（
水
）
夜
、
シ
ン
フ
ォ
ニ

ー
ヒ
ル
ズ
別
館
の
レ
イ
ン
ボ
ー
ホ

ー
ル
で
行
い
ま
し
た
。
参
加
は
、

本
部
か
ら
徳
森
さ
ん
・
岩
崎
さ
ん

を
迎
え
、
各
分
会
・
青
年
部
・
主

婦
の
会
・
建
長
会
か
ら
の
参
加

で
、
全
体
で
１
３
０
人
で
し
た
。

式
で
は
、
拡
大
目
標
を
達
成
し
た

西
新
小
岩
・
本
田
・
お
花
茶
屋
・

二
葉
・
西
亀
有
①
・
西
亀
有
②
・

金
町
・
北
水
元
・
幸
田
・
青
年
部

・
主
婦
の
会
・
建
長
会
が
壇
上
で

記
念
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

最
後
に
深
澤
副
委
員
長
の
あ
い

さ
つ
で
、
年
間
実
増
に
向
け
ガ
ン

バ
ロ
ウ
と
拳
を
上
げ
意
思
統
一
し

て
終
わ
り
ま
し
た
。

【
幸
田
分
会
・
教
宣
部
・
伊
藤

兼
夫
】
４
・
５
月
、
幸
田
分
会
の

拡
大
目
標
は
場
合
９
人
で
あ
る
。

そ
の
前
段
の
春
一
番
拡
大
で
は
、

「
あ
と
少
し
で
達
成
」
の
と
こ
ろ

ま
で
こ
ぎ
付
け
、
拡
大
の
助
走
を

開
始
。
春
の
拡
大
も
今
ま
で
以
上

の
行
動
力
を
発
揮
し
、
見
事
拡
大

達
成
。
実
増
４
人
の
成
果
で
あ

る
。２

カ
月
に
わ
た
る
拡
大
行
動

は
、
４
月
の
お
花
見
大
会
で
組
合

員
と
の
交
流
を
図
り
、「
新
し
い

仲
間
の
紹
介
を
」
と
、
訴
え
る
事

か
ら
始
ま
り
、
一
人
ひ
と
り
丁
寧

に
当
た
っ
て
い
き
、
土
建
組
合
の

優
位
性
を
説
明
。
又
、
労
災
加
入

や
共
済
制
度
な
ど
の

様
々
な
利
点
を
力

説
。
対
象
者
に
合
わ

せ
た
資
料
を
取
り
寄

せ
て
、
納
得
の
い
く

ま
で
対
話
。

組
合
員
の
相
互
訪

問
で
拡
大
に
つ
な
が

る
糸
口
が
み
つ
か

る
。幸

田
分
会
の
仲
間

全
員
が
一
歩
前
進
す

る
、「
拡
大
の
た
た

か
い
を
！
」。

５
月
２０
日
（
木
）
と
２６
日
（
水
）

に
泉
南
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
の
支
援

集
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
５
月
１９
日
に
、
石
綿
で
は
初

め
て
国
に
対
す
る
責
任
を
認
め
た

判
決
に
対
し
て
、「
控
訴
せ
ず
に

原
告
、
被
害
者
の
救
済
を
急
げ
」

の
訴
え
を
す
る
要
請
行
動
と
な

り
、
控
訴
期
限
の
６
月
２
日
ま
で

厚
労
省
前
な
ど
で
座
り
込
み
を
行

い
ま
し
た
。

�
飾
支
部
か
ら
は
、
２０
日
に
１８

人
、
２６
日
に
は
９
人
が
参
加
し
、

要
請
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
判
決
は
、
現
在
行
わ
れ
て

い
る
首
都
圏
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴

訟
に
も
大
き
な
影
響
が
で
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
、
同
訴
訟
団
へ
の
大

き
な
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
政
府
は
、
一

時
は
、
控
訴
断
念
を
検
討
し
て
い

ま
し
た
が
、
６
月
１
日
こ
の
判
決

を
不
服
と
し
、
控
訴
を
し
ま
し

た
。

普
天
間
基
地
の
米

国
の
海
兵
隊
等
の
問

題
、
５
月
末
ま
で
の

解
決
も
先
送
り
に
な

り
、
閣
僚
の
中
で
も

違
う
動
き
が
あ
っ
た
り
、
い
つ
に

な
る
こ
と
か
…
早
期
閉
鎖
、
返
還

を
求
め
る
沖
縄
の
集
会
に
は
９
万

人
の
人
が
集
ま
っ
た
。

そ
の
時
に
、
高
校
生
の
代
表
が

訴
え
た
「
基
地
や
訓
練
が
何
の
た

め
に
あ
る
の
か
忘
れ
た
日
常
。
…

沖
縄
の
中
に
基
地
が
あ
る
こ
と
、

こ
の
問
題
を
し
か
た
が
な
い
か
ら

と
考
え
る
の
を
や
め
て
い
な
い

か
。」今、

国
民
一
人
ひ
と
り
が
基
地

の
問
題
を
考
え
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

現
首
相
は
「
基
地
は
日
本
を
守

る
抑
止
力
」
と
の
立
場
を
崩
さ
な

い
。ベ

ト
ナ
ム
戦
争
・
イ
ラ
ク
戦
争

そ
し
て
ア
フ
ガ
ン
戦
争
で
も
人
殺

し
の
訓
練
を
受
け
た
海
兵
隊
は
沖

縄
か
ら
出
撃
し
て
い
る
の
が
現
実

で
、
米
国
の
軍
隊
を
支
え
て
い
る

の
は
貧
困
だ
と
い
い
ま
す
。

イ
ラ
ク
戦
争
や
ア
フ
ガ
ン
戦
争

で
は
、
５
０
０
０
人
が
死
亡
、
数

万
人
が
負
傷
を
お
い
、
３０
万
人
が

心
を
病
ん
で
母
国
の
米
国
に
戻

る
。そ

こ
で
兵
士
た
ち
は
仕
事
に
も

つ
け
ず
、
ホ
ー
ム
レ
ス
に
な
る
。

米
国
の
ホ
ー
ム
レ
ス
の
３
人
に
１

人
は
元
兵
士
と
い
わ
れ
て
い
る
状

況
に
も
関
わ
ら
ず
、
な
ぜ
戦
争
を

し
て
い
る
の
か
よ
く
解
か
ら
な
い

…
奇
奇
怪
怪
で
す
。

戦
争
の
目
的
は
な
に
か
。
な
ぜ

戦
争
を
続
け
る
の
か
…
。

も
う
一
度
「
し
か
た
が
な
い
」

と
考
え
る
の
を
や
め
て
、
考
え
な

け
れ
ば
と
沖
縄
の
高
校
生
か
ら
学

ぶ
今
日
こ
の
頃
だ
っ
た
り
し
ま

す
。

東京土建一般労働組合

� 飾 支 部

〒１２４―００１２�飾区立石８―３４―４
電 話 （５６９８）１２６１
ＦＡＸ （５６９８）１２６２
発行人 細 貝 文 洋

今月の�飾組織現勢
２０１０年５月１日現在 ５５６４人
加 入 ９５人
転 入 ６人
脱 退 ５６人
転 出 ３人

２０１０年６月１日現在 ５６０６人

１月１日
付人員

６月１日
付人員

春目標 春の拡大 成果表
６月３日現在

（１月１日付比の増減）
拡大目標
３．５％

新 小 岩 １４５ １４０ ５ 増減▼５

西新小岩 １２３ １２４ ４ 増減◎１

東新小岩 ３７６ ３６５ １３ 増減▼１１

奥 戸 ５２１ ５２４ １８ 増減◎３

本 田 １９５ １９４ ７ 増減▼１

立 石 １７９ １７０ ６ 増減▼９

青 戸 ２３７ ２３６ ８ 増減▼１

お花茶屋 ２２０ ２２２ ８ 増減◎２

堀 切 ３１７ ３１３ １１ 増減▼４

二 葉 ２５５ ２５０ ９ 増減▼５

西亀有① １８４ １７７ ６ 増減▼７

西亀有② １０７ １０８ ４ 増減◎１

亀 有 ２６５ ２６１ ９ 増減▼４

細 田 ２２２ ２２３ ８ 増減◎１

高 砂 ２５８ ２４２ ９ 増減▼１６

柴 又 ２５３ ２５０ ９ 増減▼３

新 宿 １９５ １９３ ７ 増減▼２

金 町 １７５ １７７ ６ 増減◎２

東 金 町 １８３ １７５ ６ 増減▼８

東 水 元 ３０１ ２９６ １１ 増減▼５

北 水 元 ２６６ ２６７ ９ 増減◎１

幸 田 ２５５ ２５９ ９ 増減◎４

飯 塚 １９８ １８５ ７ 増減▼１３

そ の 他 ２５９ ２５５ １１ 増減▼４

合 計 ５６８９ ５６０５ ２００ ４月３５人 ５月８９人

１月１日付人員比 マイナス ８３人

春春のの拡拡大大月月間間

１１２２４４人人のの新新たたなな仲仲間間をを迎迎ええ入入れれるる
����人まで回復

奮
闘
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た

目
標
達
成
は
９
分
会

祝

達

成

幸
田
分
会

一
歩
前
進
の
拡
大
の
た
た
か
い

相
互
訪
問
で
９
人
拡
大
・
実
増
４
人

泉
南
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟

勝
訴
す
る
も
、国
は
控
訴
断
念
せ
ず

打上式の最後にみんなでガンバロウ三唱して、終わりました。

控訴断念を訴えるデモ行進をする�飾の仲間

拡大目標を達成した幸田分会

第６４７号建 設 者２０１０年６月１６日（１）
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５
月
１
日
（
土
）
天
気
に
も
恵

ま
れ
、
晴
れ
渡
っ
た
こ
の
日
、
毎

年
恒
例
の
中
央
メ
ー
デ
ー
（
第
８１

回
）
を
代
々
木
公
園
で
開
催
し
ま

し
た
。

当
日
の
全
体
の
参
加
者
は
３
万

２
千
人
、
東
京
土
建
か
ら
は
、
３

３
０
０
人
。
�
飾
支
部
か
ら
は
、

２
４
１
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

集
会
で
は
、『
変
化
を
チ
ャ
ン

ス
に
！
』
と
題
し
、
政
治
の
変
化

を
私
た
ち
の
要
求
実
現
へ
の
チ
ャ

ン
ス
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
４
つ
の

意
義
を
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

①
貧
困
と
格
差
の
解
消
。
大
企
業

は
内
部
留
保
を
労
働
者
・
国
民
へ

還
元
せ
よ
。
す
べ
て
の
労
働
者
に

賃
上
げ
と
安
定
し
た
雇
用
の
確

保
、
内
需
拡
大
を
。

②
庶
民
増
税
、
消
費
税
引
き
上
げ

反
対
、
安
心
で
き
る
社
会
保
障
制

度
の
充
実
。「
政
治
と
カ
ネ
」
問

題
の
真
相
究
明
、
企
業
・
団
体
献

金
の
全
面
禁
止
。
国
政
・
地
方
政

治
の
転
換
で
国
民
本
位
の
政
治
実

現
を
。

③
核
兵
器
の
な
い
世
界
の
実
現

を
。
ス
ト
ッ
プ
！
海
外
で
戦
争
す

る
国
づ
く
り
。
許
す
な
憲
法
改

悪
。
普
天
間
基
地
の
即
時
無
条
件

撤
去
、
米
軍
基
地
の
再
編
・
強
化

反
対
。

④
食
の
安
全
・
安
心
と
食
糧
自
給

率
の
向
上
を
。
ス
ト
ッ
プ
！
地
球

温
暖
化
。

２
度
目
の
入
賞
果
た
す

集
会
後
の
明
治
公
園
ま
で
の
デ

モ
行
進
で
は
、
青
年
部
が
苦
心
し

な
が
ら
作
り
上
げ
た
『
文
句
の
叫

び
（
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
）』
が
コ

ン
ク
ー
ル
で
み
ご
と
優
秀
賞
を
獲

得
し
、
一
昨
年
に
続
き
２
度
目
の

入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

６
月
に
お
配
り
し
た
『
国
民

医
療
の
拡
充
と
建
設
国
保
組
合

の
育
成
・
強
化
を
求
め
る
要
請

書
』
が
皆
さ
ん
の
お
手
元
に
届

い
て
い
ま
す
。
ま
だ
、
署
名
を

終
え
て
い
な
い
方
は
、
署
名
を

し
、
所
属
の
分
会
役
員
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

土
建
国
保
を
守
ろ
う

現
在
、
医
療
保
険
制
度
の
一

元
化
に
向
け
た
動
き
�
土
建
国

保
の
存
続
に
か
か
わ
る
問
題
�

が
あ
る
の
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う

か
。
こ
の
動
き
に
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
を

か
け
る
べ
く
皆
さ
ん
に
署
名
を

配
布
し
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

新
築
の
着
工
は
低
水
準
、
賃

金
も
減
少
と
い
う
の
が
現
状
で

す
。
そ
ん
な
中
、
建
設
産
業
に

従
事
す
る
皆
さ
ん
の
い
の
ち
を

守
る
土
建
国
保
は
、
長
い
歴
史

の
中
で
安
心
し
て
医
療
に
か
か

れ
る
よ
う
に
と
勝
ち
取
っ
て
き

た
も
の
で
す
。

こ
の
土
建
国
保
を
守
る
た
め

に
、
署
名
を
書
い
て
い
な
い
方

は
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

国
会
議
員
へ
提
出

こ
の
皆
さ
ん
の
署
名
は
、
７

月
に
地
元
の
国
会
議
員
に
提
出

し
ま
す
。
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と

り
の
署
名
が
力
と
な
り
ま
す
。

５
月
１８
日
（
火
）
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
廃
止
を
訴
え
て
、
亀

有
・
立
石
・
金
町
の
駅
頭
で
「
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
は
今
す
ぐ
廃

止
、
安
心
の
医
療
実
現
を
め
ざ
す

�
飾
の
会
」
に
よ
る
、
宣
伝
行
動

を
行
い
ま
し
た
。（
亀
有
駅
で
は
、

東
京
土
建
�
飾
支
部
を
は
じ
め
、

５
団
体
２４
人
の
参
加
）

関
心
の
高
さ

う
か
が
え
る
宣
伝
に

亀
有
駅
で
の
宣
伝
行
動
で
は
、

や
は
り
、
身
近
な
問
題
と
あ
っ

て
、
足
を
止
め
て
話
を
聞
く
人
・

テ
ィ
ッ
シ
ュ
と
ビ
ラ
を
受
け
取

り
、
賛
同
署
名
を
し
て
く
れ
る
人

な
ど
関
心
を
持
つ
駅
利
用
者
が
多

く
、
チ
ラ
シ
１
０
０
０
枚
が
１
時

間
足
ら
ず
で
な
く
な
り
ま
し
た
。

署
名
も
６２
人
の
方
か
ら
頂
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

○
日
時
…
６
月
２３
日
（
水
）
夜
６
時
３０
分
〜

○
場
所
…
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ヒ
ル
ズ
の
ア
イ
リ
ス
ホ
ー
ル

○
参
加
…
分
会
４
％

※
１
時
間
集
会
の
の
ち
、
�
飾
区
内
を
デ
モ
行
進
し
ま
す
。

第第８８１１回回中中央央メメーーデデーー

変変化化ををチチャャンンススにに！！！！
��万万��千千人人がが参参加加

青
年
部
が
苦
心
し
て
製
作

『
文
句
の
叫
び
』が
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
秀
賞
を
獲
得

建建設設国国保保組組合合のの育育成成・・強強化化をを求求めめるる要要請請書書

ももうう書書ききままししたたかか？？
今今月月中中にに提提出出をを

�飾区
民集会

亀
有
・
立
石
・
金
町
駅
頭
で
行
動

安
心
の
医
療
の
実
現
を
訴
え
る

亀
有
駅
頭
で
６２
筆
の
署
名
集
ま
る

亀有駅頭で署名をもらう元井書記長

デデココ製製作作中中のの
阿阿久久津津青青年年部部長長

代
々
木
公
園
か
ら
明
治
公
園

ま
で
デ
モ
行
進
し
ま
し
た

青
年
部
が
作
っ
た
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
前
で
記
念
撮
影

（２）第６４７号建 設 者２０１０年６月１６日
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葛飾支部資格取得補助申請書
2010年4月より

私は、下記資格を取得することができました。
資格取得にかかった受験料の補助申請をします。
資格名称

申請日
所属分会
氏名・年齢
住所

資格取得日 201　年　　月　　　日

添付書類・・・資格証などのコピー1部

連絡先・携帯番号

201　年　月　日
分会 群

（　歳）

※給付対象資格・・労働安全衛生法による技能講習に基づく資格科目を基本とし、
建築士、施工管理技士も対象にする。

給付の流れ

給付金額

支部受付 給付（分会） 給付（群会議）認定

毎月25日 毎月1日 毎月
執行委員会 本　人

1資格　2000円 （ただし、受験料を超えない金額）
※20代青年部員は、「本部青年部補助制度」の併給あり
※1・2級建築士、木造建築士、1・2級技能士、1・2級施工管理技士
合格者については、「本部資格取得祝金」制度もあります。

受付日 処理日 審査 給付 受理●
●
●
●

【
Ｐ
Ａ
Ｌ
�
飾
・
後
継
者
対
策

部
発
】
５
月
１６
日
の
五
月
晴
れ
の

日
曜
日
。
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
Ｐ
Ａ
Ｌ

の
会
（
足
立
・
荒
川
・
�
飾
・
文

京
・
台
東
）
が
主
催
し
、
�
飾
支

部
後
継
者
対
策
部
が
協
賛
し
、「
野

丁
場
従
事
者
の
交
流
」
を
目
的

に
、「
第
１
回
潮
干
狩
り
＆
マ
ザ

ー
牧
場
」
の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
を

全
体
２
４
０
人
（
う
ち
�
飾
６２

人
）
の
参
加
で
お
こ
な
い
ま
し

た
。野

丁
場
従
事
者
の

交
流
を
は
か
る

Ｐ
Ａ
Ｌ
は
、
野
丁
場
（
ゼ
ネ
コ

ン
現
場
な
ど
）
に
従
事
す
る
組
合

員
の
集
ま
り
で
す
。
そ
の
組
合
員

は
、
子
育
世
代
が
比
較
的
多
い
こ

と
も
あ
り
、
今
回
の
企
画
と
な

り
、
開
催
に
い
た
り
ま
し
た
。

盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容

満
足
の
楽
し
い
一
日

�
飾
支
部
は
６２
人
で
参
加
。
大

人
も
子
供
も
、
潮
干
狩
り
に
わ
く

わ
く
、
ド
キ
ド
キ
！
？
ア
サ
リ
は

た
く
さ
ん
採
れ
た
か
な
？
マ
ザ
ー

牧
場
で
は
バ
ー
べ
キ
ュ
ー
で
お
な

か
イ
ッ
〜
パ
イ
。
と
盛
り
だ
く
さ

ん
の
内
容
。

組
合
員
の
交
流
と
家
族
の
交
流

が
で
き
て
、
満
足
の
楽
し
い
一
日

と
な
り
ま
し
た
。

５
月
１３
日
（
木
）
亀
有
リ
リ
オ
ホ
ー
ル
で
、『
い
の
ち
の
山
河
』

を
３
回
に
分
け
て
上
映
。
多
く
の
人
が
観
賞
に
来
る
中
、
�
飾
支
部

か
ら
は
、
２
２
２
人
が
上
映
会
に
来
場
し
、
観
賞
し
ま
し
た
。

豪
雪
・
多
病
・
貧
困

【
お
花
茶
屋
・
教
宣
・
笹
原

惠
子
】
昭
和
２０
年
後
半
、
岩
手

県
沢
内
村
で
の
豪
雪
・
多
病
・

貧
困
と
の
闘
い
の
話
で
す
。

馬
ソ
リ
の
鈴
の
音
、
か
ん
じ

き
、
角
巻
（
今
で
い
う
ス
ト
ー

ル
）。雪
国
育
ち
の
私
に
と
っ
て

懐
か
し
い

物
で
す
。

が
、
豪
雪

な
ん
て
、

こ
ん
な
も

の
じ
ゃ
な

い
と
力
ん

で
し
ま
い

ま
し
た
。

無
医
村

の
大
変
さ
を
痛
感
し
て
い
た
父

に
医
者
に
な
る
こ
と
を
切
望
さ

れ
て
い
た
が
、法
科
に
進
み（
実

は
村
の
育
英
資
金
で
医
学
部
に

入
る
も
、
法
科
に
替
わ
り
物
議

に
）。
後
に
村
長
と
な
っ
た
深

澤
さ
ん
が
周
り
の
人
達
、
そ
し

て
村
民
と
共
に
苦
境
か
ら
脱
却

を
目
指
す
実
話
で
す
。

初
め
て
医
者
に
か
か
る
の
が

死
後
の
検
視
の
時
、
等
悲
惨
な

も
の
で
し
た
。

冬
、
身
も
心
も
雪
に
閉
ざ
さ

れ
る
村
に
道
を
通
し
、
乳
児
死

亡
率
０
を
始
め
、
６５
歳
（
後
に

６０
歳
）
以
上
医
療
費
無
料
化
。

人
間
ド
ッ
ク
健
診
、
全
村
民
の

健
康
管
理
等
国
保
料
の
未
納
と

赤
字
に
苦
し
ん
で
い
た
国
保
を

立
て
直
す
。

し
か
し
、「
あ
と
は
、
貧
困

と
い
う
本
丸
を
攻
め
る
の
み
」

と
言
い
残
し
、
病
死
…
で
終
わ

っ
た
。

そ
の
後
の
本
丸
が
ど
う
な
っ

た
の
か
気
に
な
っ
た
の
で
、
上

映
を
企
画
し
た
で
あ
ろ
う
人
に

聞
い
た
と
こ
ろ
、「
沢
内
村
奮

戦
記
」
に
書
い
て
あ
る
と
い

う
。
１
６
０
０
円
出
し
て
、
本

を
買
っ
て
読
め
と
い
う
の
か
と

腹
立
た
し
く
思
い
な
が
ら
も
、

監
督
の
サ
イ
ン
を
も
ら
い
購

入
。
４
〜
５
日
は
横
目
で
眺
め

て
い
た
が
、
意
を
決
し
て
読
ん

で
み
る
と
映
画
の
奥
が
見
え

て
、
と
て
も
お
も
し
ろ
い
。

鳩
山
さ
ん
観
て

鳩
山
さ
ん
始
め
、
長
妻
さ
ん

た
ち
に
も
ぜ
ひ
と
も
見
て
、
そ

し
て
読
ん
で
ほ
し
い
作
品
だ
と

思
い
ま
し
た
。

３
月
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
自

動
車
共
済
の
見
積
り
・
火
災
共
済

の
加
入
促
進
の
月
間
が
終
了
し
ま

し
た
。
自
動
車
共
済
の
見
積
り

は
、
５
件
超
過
で
達
成
。
火
災
共

済
は
口
数
で
超
過
達
成
と
、
拡
大

月
間
・
住
宅
デ
ー
の
準
備
と
忙
し

い
中
で
の
運
動
で
あ
り
ま
し
た

が
、
見
事
達
成
と
な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
で
も
自
動
車
・
火
災
と

両
方
を
達
成
し
た
青
戸
分
会
を
始

め
、
各
分
会
が
奮
闘
を
し
、
支
部

目
標
を
達
成
し
ま
し
た
。（
別
表

参
照
）

支
部
大
会
で
、
新
常
任
と
し
て

厚
生
文
化
部
を
受
け
持
っ
た
松
山

部
長
。「
月
間
中
に
、
本
部
か
ら

の
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
支
部
目
標
未
達
成
の

連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
な
ん
と
か

達
成
を
し
よ
う
と
分
会
か
ら
ま
ず

と
思
い
、
分
会
の
中
で
話
し
合
い

を
し
、
取
り
組
み
を
し
、
頑
張
っ

て
い
ま
し
た
。

結
果
、
こ
の
月
間
は
、
厚
生
文

化
部
員
・
共
済
推
進
委
員
の
み
な

さ
ん
の
協
力
も
あ
っ
て
、
無
事
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
次
の
月
間
も
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
達
成
に
向
け
て
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。」
と
。

現
在
も
随
時
加
入
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方

は
、
支
部
事
務
所
ま
で
連
絡
を
。

建
築
確
認
不
況
に
始
ま
り
、
０８

年
１１
月
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
を

発
端
に
、
建
設
業
界
は
未
曽
有
の

不
況
に
見
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。
仕

事
が
極
端
に
減
り
、
単
価
は
切
り

下
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
�
飾
支
部
後
継
者
対

策
部
は
、
若
い
世
代
、
子
育
て
世

代
を
応
援
す
る
一
環
と
し
て
、
資

格
の
補
助
制
度
の
創
設
を
、
第
５７

回
支
部
定
期
大
会
に
て
決
定
し
ま

し
た
。

４０
代
ま
で
の
組
合
員
が
対
象
で

す
。
多
く
の
方
の
ご
利
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

申
請
内
容

○
補
助
金
額
…
１
資
格
に
対
し
て

２
千
円

○
給
付
対
象
資
格
…
労
働
安
全
衛

生
法
に
よ
る
技
能
講
習
に
基
づ

く
資
格
科
目
を
基
本
と
し
、
建

築
士
、
施
工
管
理
技
士
も
対
象

○
申
請
期
限
…
資
格
取
得
よ
り
１

年
以
内

○
申
請
開
始
日
…
１０
年
４
月
１
日

以
降
に
取
得
・
合
格

資
格
・
年
齢
に
よ
っ
て

色
ん
な
申
請
制
度
あ
り

２０
代
青
年
部
員
は
、
本
部
の
制

度
の
「
資
格
チ
ャ
レ
ン
ジ
助
成

金
」
も
あ
わ
せ
て
申
請
で
き
ま

す
。
ま
た
、
共
済
の
制
度
の
「
資

格
取
得
祝
金
」
制
度
の
申
請
と
も

あ
わ
せ
て
利
用
で
き
ま
す
。

※
詳
細
は
、
支
部
事
務
所
ま
で
連

絡
く
だ
さ
い
。

自動車共済

見見積積りり数数
（（３３～～５５月月））

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

自自動動車車共共済済
支部目標 ５７件

１１
５５
２２

６６
１１
５５
５５

１１
５５

１１

６６
５５
２２

５５

６６
５５

１１

６６２２件件

見積り目標
（３～５月）

５
５
５
５

５
５
５
５

５
５
５
５
５

５
５
５

５
５
５

５
５
５
５

５

１２０件

火災共済

加入口数
（３～５月）

☆

火火災災共共済済
支部目標件数 ５７件
支部目標口数 ２８５０口

１６６口

３９２口

５０口

４３０口

９００口

２００口

３５０口

９８口

５０口

２５０口

３５０口

８１２口

３００口

１００口

４４４８口

加加入入件件数数
（（３３～～５５月月））

☆

☆

１１
１１
１１

４４

１１

１１

１１

３３

２２
１１
１１

１１７７件件

加入目標
（３～５月）

３
３
３
３

３
３
３
３

３
３
３
３
３

３
３
３

３
３
３

３
３
３
３

３

７２件

新 小 岩

西新小岩

東新小岩

奥 戸

本 田

立 石

青 戸

お花茶屋

堀 切

二 葉

西亀有①

西亀有②

亀 有

細 田

高 砂

柴 又

新 宿

金 町

東 金 町

東 水 元

北 水 元

幸 田

飯 塚

そ の 他

合 計

『いのちの山河』上映

��飾飾支支部部かかららはは２２２２２２人人

東東
部部
ブブ
ロロ
ッッ
クク
ＰＰ
ＡＡ
ＬＬ
のの
会会

潮潮
干干
狩狩
りり
＆＆
ママ
ザザ
ーー
牧牧
場場
でで
楽楽
しし
むむ

��
飾飾
かか
らら
６６２２
人人
がが
参参
加加

新新たたにに��飾飾支支部部独独自自のの制制度度始始ままるる
後継者対策部・青年部・共済の制度

資格申請制度知ってますか？松
山
新
部
長

奮
闘
す
る

自
動
車
・
火
災
の
促
進
月
間

支
部
目
標
を
見
事
達
成

ＰＡＬ東部ブロック第交流会で楽しみました

�飾支部独自の制度
（資格取得補助申請書）

亀有リリオホールで上映

第６４７号建 設 者２０１０年６月１６日（３）
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５
月
３
日
（
月
・
祝
）
新
小
岩

公
園
で
、
４
月
２５
日
の
か
つ
し
か

子
ど
も
ま
つ
り
に
続
き
、
第
２１
回

新
小
岩
地
域
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
に

工
作
教
室
コ
ー
ナ
ー
で
参
加
し
ま

し
た
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の

真
ん
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
近

隣
住
民
の
来
場
者
も
多
く
、
公
園

全
体
が
来
場
者
で
い
っ
ぱ
い
に
な

り
ま
し
た
。

こ
の
ま
つ
り
の
担
当
分
会
は
、

新
小
岩
〜
お
花
茶
屋
分
会
。
８
分

会
の
４１
人
が
代
表
で
参
加
し
、
子

ど
も
た
ち
に
工
作
の
指
導
を
し
ま

し
た
。
銅
板
表
札
１
０
０
個
・
本

立
て
１
５
０
個
・
プ
ラ
ン
タ
ー
１

５
０
個
の
材
料
が
次
々
と
出
て
し

ま
い
、
昼
休
憩
後
の
午
後
の
部
開

始
の
時
に
は
、
受
付
に
親
子
連
れ

の
長
蛇
の
列
。
あ
っ
と
い
う
間
に

残
り
の
材
料
も
な
く
な
り
、
午
後

２
時
に
は
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

毎
年
恒
例
の
行
事
で
は
あ
り
ま

す
が
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。

【
主
婦
の
会
・
教
宣
・
大
山
艶

子
】
５
月
３０
日
（
日
）
主
婦
の
会

の
８８
人
が
バ
ス
２
台
で
「
日
帰
り

バ
ス
ハ
イ
ク
」
�
緑
眩
し
い
「
佐

原
＆
潮
来
」
水
郷
の
旅
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。

ア
ヤ
メ
は
少
し
時
期
に
は
早
め

で
し
た
が
、
好
天
に
恵
ま
れ
利
根

川
下
流
を
舟
で
両
脇
に
植
え
ら
れ

た
ア
ヤ
メ
や
カ
キ
ツ
バ
タ
を
眺

め
、
民
家
を
結
ぶ
た
め
に
架
け
ら

れ
た
「
十
二
橋
め
ぐ
り
」

♪
潮
来
花
嫁
さ
ん
は
舟
で
ゆ
く

〜
と
唄
に
あ
る
よ
う
に
、
た
く
さ

ん
の
応
募
者
の
中
か
ら
選
ば
れ
た

カ
ッ
プ
ル
が
、
当
時
の
ま
ま
に
両

親
に
伴
わ
れ
「
嫁
入
り
舟
」
に
乗

り
、
お
婿
さ
ん
の
待
つ
岸
に
観
光

客
の
祝
福
の
も
と
ギ
ッ
チ
ラ
ギ
ッ

チ
ラ
と
漕
ぎ
出
し
ま
す
。

伝
統
建
造
物
保
存
の
佐
原
の
散

策
と
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
の
一
日
を

楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。

７
月
４
・
１１
日
（
両
日
と
も

日
曜
日
）
は
、
１０
年
度
の
第
１

回
支
部
健
康
診
査
で
す
。
場
所

は
、
�
飾
支
部
会
館
で
開
催
し

ま
す
。

○
４
日
…
第
１
〜
３
ブ
ロ
ッ
ク

（
新
小
岩
〜
亀
有
分
会
）

○
１１
日
…
第
４
〜
６
ブ
ロ
ッ
ク

（
細
田
〜
飯
塚
分
会
）

申
込
み
は
終
わ
っ
て
い
ま

す
。申
込
み
を
さ
れ
た
方
は
、当

日
保
険
証
と
受
診
券
が
必
要
で

す
。
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
受
診
券
を
紛
失
さ
れ
た
場

合
は
、
再
発
行
の
手
続
き
が
必

要
に
な
り
ま
す
の
で
、
支
部
事

務
所
で
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

節
目
健
診
対
象
者
の
方
は
、

保
険
証
と
一
緒
に
お
配
り
し
た

受
診
券
に
「
節
目
健
診
（
人
間

ド
ッ
ク
）」と
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
指
定
機
関
で
補
助
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
支
部
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
時
…
７
月
２５
日
（
日
）

場
所
…
青
戸
平
和
公
園

企
画
…
分
会
売
店
コ
ー
ナ

ー
や
、
工
作
教
室

コ
ー
ナ
ー
そ
の
他

い
ろ
ん
な
取
り

組
み
で
来
場
者

が
楽
し
め
る
企

画
盛
り
だ
く
さ

ん
。
た
だ
今
、
企

画
準
備
中
で
す
。

家
族
ぐ
る
み
・
ご
近
所

さ
そ
っ
て
参
加
し
よ
う
。

立
石
の
地
名

立
石
様
は
道
し
る
べ

立
石
の
地
名
は
、こ
の
地
に「
立

石
様
」
と
称
す
る
奇
石
か
ら
起
こ

っ
た
地
名
で
、
す
で
に
室
町
時
代

の
古
文
書
に
そ
の
地
名
が
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
古
代
に
お
い
て
官

道
脇
に
道
し
る
べ
と
し
て
石
を
設

置
す
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
所
を

「
立
石
」
と
呼
び
ま
す
。「
立
石

様
」
は
古
墳
時
代
に
遠
く
千
葉
県

の
鋸
山
付
近
か
ら
古
墳
の
石
室
を

造
る
石
材
と
し
て
運
搬
し
て
き
た

も
の
で
、
奈
良
時
代
以
降
に
な
っ

て
墨
田
か
ら
小
岩
に
抜
け
る
古
代

東
海
道
の
道
し
る
べ
と
し
て
転
用

さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。「
立
石
様
」
は
江
戸
時
代
に

は
地
上
６０
セ
ン
チ
以
上
も
露
出
し

て
い
た
と
言
わ
れ
、
住
民
の
信
仰

の
対
象
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
現

在
で
は
、
わ
ず
か
に
数
セ
ン
チ
ほ

ど
露
出
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
状

態
で
す
。

青
戸
の
地
名

青
戸
に
は
、
鎌
倉
時
代
に
名
判

官
と
し
て
知
ら
れ
た
青
砥
左
衛
門

尉
藤
綱
が
居
住
し
て
い
た
館
跡
が

あ
っ
た
と
す
る
伝
承
が
あ
り
、「
青

砥
」
が
本
来
の
表
記
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
奥
州
平
泉
の
中
尊

寺
か
ら
伝
わ
る
鎌
倉
時
代
の
古
文

書
に
は
、
こ
の
地
を
本
拠
と
し
た

「
青
戸
二
郎
重
茂
」
な
る
武
士
の

名
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も

わ
か
る
よ
う
に
、古
く
は「
青
戸
」

と
表
記
し
て
い
ま
し
た
。「
戸
」

は
本
来
「
津
」
で
あ
り
「
港
津
」

を
あ
ら
わ
し
、
対
岸
へ
渡
河
す
る

こ
と
も
で
き
る
水
上
交
通
の
要
所

に
つ
く
地
名
で
す
。「
青
戸
」
は
、

室
町
時
代
に
は
��
西
（
��
飾
・
江

戸
川
・
墨
田
・
江
東
区
）
と
呼
ば

れ
る
領
域
の
政
治
・
経
済
の
中
心

地
と
し
て
「
亀
有
」
と
と
も
に
さ

か
え
、
戦
国
期
に
は
��
西
城
が
築

か
れ
ま
し
た
。

今
で
は
京
成
電
鉄
の
駅
名
が
「
青

砥
」、
住
居
表
示
は
「
青
戸
」
が

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

新小岩地域ふれあいまつりに参加

好好評評ににつつきき
ややっっぱぱりり材材料料がが不不足足

支
部
健
診
は
支
部
事
務
所

保
険
証
と
受
診
券
忘
れ
ず
に

��飾飾のの
ママメメ知知識識

「佐原＆潮来」水郷の旅
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主婦の会日帰りバスハイクに８８人が参加

第第１１８８回回かかつつししかか土土建建ままつつりり開開催催

お昼休み後、再開時にはいつも行列

潮来花嫁さんは舟でゆく～を見てきま
した

立
石
の
地
名
の
由
来
の
立

石
様

最後の仕上げ（作品に焦げ目・ニスを）にも行列が

今年３月の健康診査

（４）第６４７号建 設 者２０１０年６月１６日


